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＜病棟連絡事項＞
・5/15～5/19　仙台青葉学院大学より作業療法士の実習生きます。

＜東病棟入室状況＞
【部屋移動】
・藤井　孝蔵様～Bユニット2号室→合併症室へ移動。

【入院】
・畠山　諭様～Bユニット2号室。
・苫米地　由紀子様～合併症室。
・平野　光枝様～Cユニット5号室。
・齋藤　妙子様～Aユニット15号室。

【転出】
・舩場　幸子様～療養環境変更目的で西病棟に転出。
・加藤　祐児様～療養環境変更目的で北病棟に転出。
・馬場　日出子様～療養環境変更目的で西病棟に転出。


＜患者様連絡事項＞
・転出予定者…5/9　春山　知範様
　　　　　　　5/10　鈴木　重雄様→転出前に検尿提出を。
　　　　　　　5/11　小栗　健太郎様

・和田　昌様～今夕からレストラン誘導となる。

・江刺家　惠子様～受診を控えている事や経口摂取できているため、本日で点滴・抗生剤中止。

[bookmark: _GoBack]・佐藤　宰子様～臨時薬はアマンタジン中止、リボトリール追加、他同内容で３日分処方。

・小栗　健太郎様～計画相談員と銀行へ行き通帳作成。通帳は相談員が管理している。

・上川原　豊様～姉来院し、交通費として4万円預かる。本人様へ財布に1万円。別封筒に3万円分け保管している旨説明し了承を得る。姉様よりオムツの減りについて心配の声あり、必要時電話すると説明済。

・酒井　ヒデ様～夫様危篤（白血病あり）のため、希望にて急遽青森労災病院へお見舞いのため外出。

・北山　榮子様～行動に制裁を欠き誤認や妄想症状顕著。主治医報告、興奮時IFジプレキサ筋注（10）0.5A　60分あけて連続投与可の指示あり。
　　　　　　　　またロナセンテープ開始となる。

・北山　榮子様～サポート医未決定。5/9　深澤Drへ報告してつけてもらって下さい。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離。午前午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入や私物弄りなどの迷惑行為頻回あり時間早めに開放観察終了する。不潔行為や自傷行為無し。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。解放観察中は滅裂な言動あるが易怒性や興奮なし。自室で音楽を聴いたりして過ごす。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察をしていく。

・鈴木　達也様～終日隔離中。6：00～16：00開放観察実施。対面時は穏やかで易怒性なく過ごされている。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察をしていく。

・戸来　栄一様～身体拘束中。拘束を全て外したい希望聞かれ大声となる事あり都度説明している。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察をしていく。

＜金Dr診察＞
・戸来　栄一様～点滴は継続し明日より2本目のYDソリタにハロペリドール注5mg1Aを混注指示で4日分追加処方。
　　　　　　　ロナセンテープ処方5/9まで、以降指示は5/9確認お願いします。

・二部　定男様～ハロマンス筋注50mg→100mgに増量となり、右肩に施行。

・東野　愛様～内服は処方内容の変更なし。本人より湿布の希望あり、
ハップスター2袋が処方となる。

・沼山　真紀子様～処方内容の変更なし。口角炎の軟膏希望聞かれオイラックスクリーム1本が処方。乳がん検診を受けたいと希望あり。まずは当院でホルモンやがんの腫瘍マーカーの検査をするように説明、5/9　採血指示あり。同意を得ている。

＜要注目患者様情報＞
・北山　榮子様～特定患者様の部屋に入られてはトイレットペーパーや自身の食事を渡す、ドアを永遠とノックする等の迷惑行為有り。介入に対しても「私の旦那なんです」と頻回に訴えており易怒性見られている。

＜新入院患者様情報①＞
　日　　時：令和5年5月8日　10：29
　氏　　名：畠山　諭（はたけやま　さとし）様
　生年月日：平成45年4月26日　53歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　診 察 医：垂水Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bニット2号室
　
　＜経過＞　
　現在母、姉と３人暮らし。当院へ定期受診している。
　本日8：50　幻聴や幻覚があり、母様と口論になるため入院加療を希望。
　本日主治医不在である事を伝えたが9：30　来院して診察希望あり、
　垂水Drが診察した結果、幻覚妄想を主訴に入院を強く希望したため、
　薬物調整・休養目的にて東Bユニットへ任意入院となる。

【緊急時】救急搬送
【洗濯】家族
【売店】5000円まで、基本母差し入れ
【義歯】なし
【他科受診】なし
【ｺﾛﾅﾜｸﾁﾝ】5回目まで済。6回目希望、接種券届いたら持参予定
【退院支援】自宅。自立支援医療受給中。他サービス利用歴なし。状態に応じて必要なら検討したいと本人。
【入院時衣類・契約書等医事書類】5/9　単独外出して自宅へ入院時物品を取りに行きたいと希望あり。主治医へ確認していく。許可下りたら、契約書等も持参し母様へ渡すように伝えていく。

＜新入院患者様情報②＞
日　　時：令和5年5月8日　10：29
氏　　名：苫米地　由紀子（とまべち　ゆきこ）様
生年月日：昭和15年10月12日　82歳
病　　名：高度アルツハイマー型認知症
性　　別：女性
主 治 医：菅野Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東合併症室
　
＜経過＞　
　　長男と二人暮らし。八戸市在住の長女が毎日通って食事準備
　など介入していた。長女に対する易怒性が強く、デイサービス
　でも同様で、女性スタッフに行動を制止された際等には叩いたり、
　蹴ったりなどの粗暴性が見られていた。また、自宅内をハンガー
　を持ってぐるぐると歩き回り、落ち付かない様子があった。
　　最近は認知機能の低下から、指示動作が入らず拒食が続いて
　おりやせも進んでおり、ここ数日は水補もできていない状態。
　食思不振や周辺症状に対し同居している長女様は疲弊している
　状態。今後は施設入所を希望している。
　　薬物調整、食思不振への介入を目的としてR5.5.8　東合併症室
　へ医療保護入院となる。
　　R5.1月頃頻回に転倒した事で田名部整形外科へ受診して
　コルセット着用をすすめられたが、理解できず外してしまうため、
　R5.4受診時には非着用の指示を受けている。

【緊急時】救急搬送（入院時：認知機能や食事への認識確認しながら都度検討）
【CS】B、リハパン持参
【売店】不可、必要時Faへ相談
【義歯】なし
【他科診】なし、持参薬代替希望
【ｺﾛﾅﾜｸﾁﾝ】5回まで済。6回目希望、接種券届いたら持参予定
【退院支援】要介護2、有効期限PSW情報もってます。
おいらせ会の系列施設or特養（申込み未、特養なら区変必要）。
担当ｹｱﾏﾈ：居宅たんぽぽ（おいらせ会系列）後村氏

＜新入院患者様情報③＞
日　　時：令和5年5月8日　12：48
　氏　　名：平野　光枝（ひらの　みつえ）様
　生年月日：昭和16年5月25日　81歳
　病　　名：中等度アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr（サポート医：菅野Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　
　＜経過＞
  　H27年頃より火の不始末や「外から見られている」等と話し自宅のカー
　テンを閉める行為がが出現、八戸市立市民病院を受診。アルツハイマー
　型認知症の診断を受け以降は生協診療所にて継続治療を受けていた。H30
　年頃には短期記憶が著しく低下し、日常生活に支障を来すようになり、徘
　徊し警察に保護されることもあった。R3年6月頃より外出し帰宅が出来な
　い。連日親戚に電話を掛ける、中途覚醒や不穏さ、感情失禁等も見られて
　いた。
　　家族の認識も困難となっていた。同年7月頃にも徘徊し、見知らぬ人か
　ら保護され送られて帰宅している。上記症状よりかかりつけ医にて、専門
　医療機関での治療を勧められ、同年10月19日に当院初診。以後、当院への
　定期通院と服薬治療を継続していた。R4年12月1日有料老人ホーム「ふぉ
　ーかす」に入所。R5年2月頃より、弄便や異食行為、施設備品の破損等迷惑
　行為が顕著となり施設対応困難のため、同年3月2日に症状改善目的にて当院
　にて医療保護入院となった。
　　R5年4月6日、転倒し右大腿骨の疼痛あり。レントゲン施行するも骨折所見
　なく痛み止め、湿布で経過観察としていた以降も疼痛続き、活気やADLの低下
　傾向、下肢の浮腫もあり同月19日再度CTを施行。右大腿骨頸部骨折が判明。
　家族より他科受診の希望あり、同月20日八戸赤十字病院受診、同院へ入院の
　為同日当院退院となる。
　　R5年4月21日に八戸赤十字病院整形外科にて人工骨頭置換術を施行後、経
　過は良好であり、当院での継続治療の為転入院の依頼あり。
　Ｒ5.5.8　東病棟へ医療保護入院となる。

＜新入院患者様情報④＞
氏　　名：齋藤 妙子（さいとう　たえこ ）様
　日時　　：令和5年5月8日　13時17分　
　生年月日：昭和7年10月1日　90歳
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr（サポート医：菅野Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット予定
　
　＜経過＞　
　現在夫と二人暮らし。市内に長女が住んでいる。R2～3年頃
　より、同じ食品を何度も購入し腐らせる、物忘れ等の症状が
　出現する。その後徐々に認知機能は低下していた。R5年2月
　に圧迫骨折を受傷し、疼痛持続したことで横になって過ごす
　ことが増え、意欲・活気の低下がみられた。また、同時期に
　仙台市に住む姉が孤独死し、気分が落ち込み「とにかく死に
　たい」との発言が聞かれるようになる。以前は排泄を一人で
　行う事が出来ていたものの、圧迫骨折受傷により独歩が難し
　い状態となったにも関わらず一人でトイレに向かい転倒する、
　便座に座る際に上手く座れない等が見られるようになり、現
　在は排泄時に汚してしまう、失敗してしまう事も多く、落ち
　ている便を拾って持ってくることや介助の拒否や歩行の困難
　さ、食思不良もあり。かかりつけ医の紹介にて当院R5.4.17
　初診。薬剤加療開始としているが、食思不良は続いており娘
　としては本人の身を案じており今回入院希望があった。（体
　重の減少幅は1ヶ月で5kg）令和5年5月8日医療保護入院となる。

